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第１回 聖籠町屋内遊び場整備に関する調査検討委員会 議事要旨 

 

日  時  令和５年12月８日（金）19：00～20：10 

場  所  聖籠町役場３階 大会議室 

出席委員  宍戸委員、佐藤委員、小林（蘭）委員、高松委員、吉川委員、森田委員、

渡辺委員、田中委員、星野委員、吉村委員、赤塚委員、中山委員、遠藤委

員、小林（笑）委員 

欠席委員  青木委員 

事 務 局  高橋総合政策課長、小林総合政策課長補佐、宮下主任、横山主事、 

      萩原総務課長、佐藤子ども教育課長、佐藤社会教育課長 

次  第  １ 開 会 

２ 委員委嘱 

３ 町長あいさつ 

４ 委員及び事務局紹介 

５ 委員長及び代理者選出 

６ 意見を求める事項について 

７ 内 容 

(1) 会議の公開について 

(2) 委員会の設置について   【資料１】 

(3) 近隣自治体の状況について 【資料２】 

(4) 町の財政状況について   【資料３】 

(5) 今後のスケジュールについて【資料４】 

８ 事務連絡 

９ 閉 会 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

委員長及び代理者選出 

 ○ 委員の互選により宍戸委員が委員長に選任され、委員長の指名により青木委員

が代理者に定められた。 

 

要旨 

内容１ 会議の公開について 

○ 事務局から「本会議の今後の審議を公開すべきと考えている」旨を説明。 

委員長  意見がないようであれば、事務局提案のとおり、会議は原則的に公開

としたい。ただし、個人情報保護に抵触される場合は非公開とした。 

（一同異議なし） 
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内容２ 委員会の設置について 

○ 事務局から資料１「委員会の設置について」に沿って説明。 

委 員  資料に掲載の聖籠町地場物産館はテナントが入っているが、ここも候

補地として可能なのか。 

事務局  現在、聖籠町地場物産館は、あり方検討委員会の意見を踏まえ、今後

の方向性を検討している状況ではあるが、町施設のため、今後どうして

いくかという観点では、検討材料の一つになるため資料掲載したものと

してご理解いただきたい。 

委 員  旧こども園の耐震性について問題ないか確認したい。 

事務局  令和３年度まではこども園として稼働していた施設のため、地震に対

応できる施設と考えているが、この施設を活用する場合は構造上の問題

で防火設備等色々と改修が必要と考えている。 

委 員  この会議は、これら個別具体を審議する場なのか。 

委員長  まずは町内の全体状況を知って頂きたいもの。個別具体については、

今後の展開としてご理解頂きたい。 

委 員  「ほしぞらこども園」はどこにあるか教えてほしい。 

事務局  「ほしぞらこども園」は「旧せいろう保育園」、「なないろこども園」

は杉谷内集落、「ハーモニーこども園」は「旧亀代こども園」の隣り、

「はじめこども園」が「旧蓮野こども園」の隣りとなる。 

委 員  公共施設の改修が前提の施設となるのか。 

事務局  町としては、将来負担を考慮し、多くある町既存施設を活用したいが、

委員会としてはゼロベースでの検討で良いと考える。 

委員長  町長からの依頼文には改修前提とはないため、整備にかかる試算も含

めて委員からは色々な意見を頂きたい。 

 

内容３ 近隣自治体の状況について 

○ 事務局から資料２「近隣自治体の状況について」に沿って説明。 

委員長  資料には各施設ホームページ等の二次元コードの掲載もあるため個

別に確認頂き追って質問を承りたい。 

 

内容４ 町の財政状況について 

○ 事務局から資料３「町の財政状況について」に沿って説明。 

委員長  これまで地方財政に携わってきた立場から言うと、財政力指数が

「1.45」くらいあれば裕福であるといえるが、現在の聖籠町の「1.06」

は普通交付税ももらえず、ぎりぎりの線で非常に厳しい財政運営を強い

られる状況であり、平成20年の「1.45」であった時とは、状況が変わっ

てきている。 
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委 員  資料２のとおり他自治体で屋内遊び場が整備されてきているが、財政

力指数が「１」未満でもなぜこれだけの施設整備ができているのか。 

委員長  新潟県ホームページに県内30市町村の財政力指数が載っているため、

事務局は今後の委員会で資料提供すること。 

委 員  資料３では平成21年から人口が増え、財政力指数が下がっているがな

ぜか。 

事務局  平成20年に端を発したリーマンショックにより、町の収入の多くを占

める固定資産税を納税する東港立地企業が、先行きが見えない中での設

備投資等ができなくなったことが大きいと考える。 

     また、人口増の要因としては、国に先駆けて実施した、平成１８年度

からの幼稚園保育料の無償化等の施策により多くの若者世帯が転入し

てきたことが起因していると考える。 

委員長  補足すると、人口が増えるということなどは、その分の財政需要が増

える一方で、税収が減っているため、結果的に財政力指数が下がってき

ていると考えられる。 

 

内容５ 今後のスケジュールについて 

○ 事務局から資料４「今後のスケジュールについて」に沿って説明。 

委 員  都合もあるため、早めに委員会の予定を示してほしい。 

委員長  皆さんご多忙の中参加されるため、そのように対応を。 

委 員  次回委員会の視察は、仕事の都合もあるためバスではなく、現地集合

でも可能か。 

事務局  可能である。 

委員長  事務局には、委員のニーズに合うよう極力調整するようお願いしたい。 

委 員  この委員会の役割としてどこまで行うかを今一度確認したい。 

事務局  基本的には、屋内遊び場施設の要否、候補地、規模・内容について提

言頂くものであるが、委員皆様の具体的な夢なども意見書として入れて

頂くことも必要と考えている。 

委員長  今の説明のとおり、まずは町長から依頼のあった、屋内遊び場施設の

要否、候補地、規模・内容の３点については当委員会で答えていきたい

が、夢の部分についても付け加えていきたいと思う。 

以上 


